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１．はじめに 

 2012 年・2013 年の日本建築学会大会では、軍艦島構造

物について島内構造物群・飛来塩分・鉄筋腐食・外壁に

関する報告がされた。また屋上防水に関しては、阿久井

ら*1の調査によりアスファルト防水の押え工法であること

が分かっているがアスファルト防水層の詳細については

報告されていない。そこで本報では軍艦島構造物のアス

ファルト防水層調査結果を報告する。 

２．調査目的 

調査結果と公的な防水層仕様や防水材料の歴史的な変

遷を勘案し、軍艦島構造物の屋上アスファルト防水層の

に使用された防水工事用アスファルトとアスファルトル

ーフィングの物性を推測することを目的とした。 

３．概要 

３－１．調査対象 

 調査対象の構造物を表１、構造物の立地を図１に示す。 

表１ 調査対象構造物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 調査対象とした構造物の立地 

３－２．調査方法 

 調査対象とした構造物屋上の屋根防水全面を観察して

各棟の押え層、アスファルト防水層露出部・非露出部の

現状を調査した。また、各棟の特徴をふまえて、アスフ

ァルト防水層を採取する箇所を決定した。 

押えコンクリートの損傷・亀裂箇所からこれを取り除

いて下層にあった非露出部分のアスファルト防水層を採

取した(写真１～５)。67 号棟はドレン廻りに施工された

アスファルトコンパウンド(写真６)を採取した。 

 

 

 

 

図２ 3 号棟       図３ 14 号棟 

 

 

 

 

 

図４ 19 号棟      図５ 30 号棟 

 

 

 

 

図６ 65 号棟(東棟)      図７ 67 号棟 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真３ 19 号棟      写真４ 30 号棟 

写真１ 3 号棟      写真 2 14 号棟 

（その 1）目視調査と材料の推測 
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４．調査結果 

目視調査の結果、各棟に見られた特徴として、押え層

の亀裂・消失、アスファルト防水層露出部の防水層表面

亀裂・破断・消失(19 号棟除く)、その他としてアスファ

ルト防水層は下地から簡単に剥がせる、が挙げられる。

各棟固有の特徴は表３に記す。 

表３ 目視調査による各棟の防水層特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

アスファルト防水層は亀裂や脆化、消失が進んでおり

現在は十分な防水機能を果たしているとは考えにくく、

棟ごとに経年数が違うために劣化の進行度合いに差があ

ると思われる。また、建設時期が違えば使用した材料も

異なると考えられ、当時の防水工事用アスファルト/ルー

フィングの仕様変遷(表４，表５)と各棟建設時期の関係

(図８)から、軍艦島建造物防水層に使用したアスファル

トやルーフィングの物性を推測した。 

｢東京市の小学校建築｣設計規格から大正期は舶来品、

昭和 5 年以降はすべて国産品を使っている＊2ことを参考

にすると、30 号棟は新築時に防水層が施工されたのであ

れば舶来品で構成されていることになる。その他の棟に

ついては現在使われている防水工事用アスファルト 3 種

(JIS K 2207 針入度 20～40、軟化点 100℃以上)と比較す

る。19 号棟、3 号棟は針入度・軟化点ともに同程度か低

い、14・65・67 号棟では針入度は同程度だが軟化点は低

い。ルーフィングはアスファルトルーフィング 1500(JIS A 

6005 単位面積質量：1500g/㎡以上、原紙の単位面積質

量：340g/㎡以上)と比較すると、30 号棟は舶来品であり

不明、19 号棟は同程度か軽量、14・65・67 号棟は軽量と

推測される。6 号棟は 1959 年に制定された JIS A 6006(ア

スファルトルーフィング)と比較し、同等以上の重量の製

品を使用されたと推測される。 

図８ 構造物の建設時期と各規格・仕様書制定時期の関係 

 

 

 

 

表４ 防水工事用アスファルト仕様・規格の変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表５ アスファルトルーフィング仕様の変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５ 65 号棟      写真６ 67 号棟 
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